


























ろ， IL-2， 1L-) 5では，活動期CD・活動期ucと健常対照の各群聞に有意な差はなかった。 しかしながら，
























総合すると.ucにおいては， IL-4. IL-5. 11.-10などのTh2反応の高進がみられ，抗体産生をはじめとし
た液性免疫の冗進が，病態形成に深く関与していると考えられた。一方， CDにおいてはIL-12の発現充進
が重要であり.マクロファージの機能異常をはじめとした細胞性免疫の惹起により，病態形成がなされて
いることが示唆された。特に，このIL・12は非活動期でもすでに発現が冗進しており本症の病囚により密接
に関与しているものと考えられた。
以上より，本研究は，炎症性腸疾患におけるサイトカインを中心とした粘膜免疫動態を明らかにしたも
のであり，本慌の病態解明に大いに寄与するものと考えられる。よって，著者は博士(医学)の学位を授
与されるに航するものと判定された。
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